
 

めぐると、そこに非常に特徴的な橋がかかって

いるということになって、楽しい夢の町がつく

れるんじゃないかなということで、できれば３

つに錦帯橋のようなものをかけて、これは全国

に売るんですから、余りにもちっぽけなことで

はやっぱりなかなか全国発信できないと思いま

すんで、これはあくまでも、私は最初から申し

上げてるとおり夢でありますから、そういうも

のを研究して検討するというふうなことにして

いただきたいと思いますが、市長に最後にお聞

きします。 

＋

○渋谷佐輔委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 錦帯橋と言われると、これは相

当のあれですよね、それは夢があっていいわけ

ですが、今、フットパス事業では、さっき建設

課長が言いましたように、一番早く取り組んで

一番先に整備して、なおかつもう少し今度は延

長しようと。潜り橋といっても、飛び石を渡れ

るようなやつで、増水のときには消えちゃうん

ですが、そういったところまでは来たわけです

から、これはしかし、あと待ってるところ結構

あるんですよ。それは大江も天童もさらに村山

も「はやぶさ」の方面だとか、この間、全国シ

ンポジウムしましたら、「シンポジウムして長

井ばっかりよくて、おれのところは」と言う人

もいました、やっぱり来て。フットパスでやれ

るかどうかは別にして、長井として夢を持って

いくということについては、おっしゃるとおり

だと思いますから、一つの事業として検討して

いくということは大切だろうと思います。 

○渋谷佐輔委員長 ５番、佐々木謙二委員。 

○５番 佐々木謙二委員 ぜひ夢はいつかは実現

する可能性もあるわけでございますから、夢は

大きく持って、楽しく持って、これからまちづ

くりに努めていただきたいなというふうにお願

いをしたいと思います。 

 通告ですと、フラワー長井線の支援について

取り上げておりますけれども、私の持ち時間、

それに入りますとちょっと超過しますので、質

問はこれで終わらせていただきます。大変ご清

聴いただきましてありがとうございます。 
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○渋谷佐輔委員長 次に、順位３番、議席番号９

番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 私の通告に申し上げてお

ります２点についてお聞かせをいただきたいと

いうふうに思ってます。 

 特に第１点の黒獅子の関係ですが、今回新し

くコースを変えたと、趣を変えて実施されて大

変好評だったということと、商工観光課長が今

度新しく４月から就任されましたね。商工観光

行政の基本たるやについて確認しておきたいと

いうことでお聞かせをいただきたいと思います。 

 まず、ことし、黒獅子まつりですね、新聞に

よりますと６万5,000人の観衆が出たという、

長井市民の約２倍強の皆さんが、本当だとすれ

ば、見にいらしたということはこれは大変なす

ばらしいことだと思うんですよね。 

 市長として、まず総括的にはどうですか、こ

れは大変よかったと思うんですが、よかった面、

あるいはまた反省する面がありましたらお答え

いただきたいと思います。 

○渋谷佐輔委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 まず、一言にして言えば大変よ

かったと。それはコースも変える、それから桟

敷をつくったりして、準備も新たにやる。そう

いった面で、関係した、参加された皆さんは、

特に演じられた皆さんは大変だったろうと思い

ますね。今までどおりというようなときよりは

はるかに不安も抱え、いろんな面で準備もしな

ければいけないという意味では大変だったろう

と思いますが、この皆さんが本当に頑張ってい
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＋

ただいたと。 

 フットパスのおとといの野外パーティーもそ

うですが、あるいはランタン設置もそうですが、

長井市民の皆さんというのは、本当にボランテ

ィア精神で各団体ともまずその成功に向けて全

力を挙げていただいたということに心から感謝

をしたいし、大変よかった、うれしいというふ

うに思います。 

 それは天気にも恵まれたということもありま

すが、課題はあると思うんですよ、これから。

それは反省点は反省点であって、一つずつやっ

ぱり前進していけばいいのではないかなという

ふうに思っておりますので、しっかりとまた課

題を出していただいて、次の年はさらによくな

るように努力をしていただけるものだというふ

うに思ってます。 

＋ ＋

○渋谷佐輔委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 あそこの駐車場を整備し

ていただいて、若い人があそこでバスケットを

したり、大変有効利用されていると思うんです

よね。獅子舞をするにしても、イベント会場に

は打ってつけの場所だと思うんですが、ただ、

宮のお獅子様があそこ、皇太神社の中を通って

くるというコースについてはどうだったのかな

と私なりに思うんですけどね、そういう問題点

なんか指摘なかったですか。 

○渋谷佐輔委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 事務局と関係者等は今、反省点

も洗い出しながらやっていると思います。いず

れやっぱりそういうのを集めて、いろんな意見

もあったと思いますし、直した方がいいところ

は直していくということで対処していくと思い

ます。 

○渋谷佐輔委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 今回の桟敷席を設けられ

まして、買う人いるのかなって変な心配をして

おりまして、当日一生懸命売っていただいて何

とか完売したとおっしゃっておりましたけれど

も、これがどういう発想でこうなったのかわか

りませんけれども、これはこれで一つの試行だ

ったのかなと思いますね。ただ、桟敷席、前の

方と後ろの方とこうあったんですが、どうも後

ろの方が値段が安くて見やすかったんじゃない

かという感じもしますので、これは座った方が

一番よくわかっていられると思いますけど、そ

れはそれでこれからの反省材料につなげていけ

ればいいのかなと。やっぱりいろんな工夫をし

て、その黒獅子をもっと売っていくということ

はとても大事なことだと思います。これだけの

観光素材を今までしなかったことが不思議なぐ

らいで、やっぱり若い人がこれ中心になってこ

こまでやってくれたということが大変な成果だ

ったと思います。 

 桟敷席はともかくとして、ただ私が非常に気

になっているのは、これは前回も申し上げまし

たけども、例えば黒獅子まつりに行きたくても

行けないひと、例えば障害を持ってる方、例え

ば車いすの生活を余儀なくされている方、こう

いった方に見せられる場所がこのコースの中に

どこにもないということについては、どうだっ

たのかなと。どっか例えば、今回は２つの中心、

一番最後のお獅子様が上るあそこの駐車場です

よね、もう１カ所は錦屋のあそこの十字路、こ

こが一つのメーンだったと思うんですけども、

やっぱりそういったところにそういう障害者で

も見れる場所をやはり設定していったらどうか

と私は強く感じて見ていたんですが、その点い

かがですか。 

○渋谷佐輔委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 おっしゃるとおりだと思います。

そこで、その２つのうちで整備したやっぱりグ

ラウンドの方が体に障害をお持ちの方でも安全

だと思いますので、錦屋の十字路はやっぱり相

当混雑しますから、このグラウンドの方に来年

はその一角を設けさせていただくと。やっぱり

お年寄りになって施設なんかに入っておられる
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○齋藤理喜夫商工観光課長 お答えいたします。 方だって、そういうことだろうと思いますから、

そういう配慮をしていくということが大切だと

思います。 

 私が地場産センター時代に黒獅子のご神灯

等々を撤去したといいますか、わきに外させて

いただいたというような状況がございます。た

だ、ちょっと私、記憶が十分でなくて、それが

黒獅子まつりのときだったのかどうかというの

はちょっと記憶がないんでありますが、それが

黒獅子まつりの時期であったとすれば、大変な

判断ミスだったなというふうに考えてございま

す。 

○渋谷佐輔委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 小さい子供さんはお獅子

様好きですよね、本当に。私も好きですが、楽

しみがない昔は朝方まで獅子舞をして、そのま

ま朝草刈りに行ったなんて、そういう先輩の話

も聞きますよ。ですから今、体悪くして施設に

入所されている方も、この笛、太鼓、獅子の歯

打ちの音を聞けば元気が出るかもしれません。

そういう配慮をしていただければありがたいな

というふうに思います。 

 それから、いろいろやりたいことがあるとい

うふうなお話をさせていただいたということで

ございますが、その際に私が多分、たしか申し

上げたかったことは、地場産センター、とりわ

け物産館のディスプレーといいますか、店構え

といいますか、そういったものは季節的にリニ

ューアルといいますか、それぞれの季節に合わ

せてお客様をお迎えするというふうな形にして

いかなければならないだろうというふうな考え

方を持っておりまして、そんなふうなことを申

し上げたかったというふうなことでございます。 

 商工観光課長にお聞きいたしますが、３年前、

地場産業振興センターの事務局長になられまし

て、ちょうど黒獅子まつりが始まる前に、あそ

こに飾ってありました、いわゆるかさ、ちょう

ちんですね、これが突然消えました。黒獅子ま

つりが始まるのに何でどこへ行ったんだろうな

と思ってお聞きしましたところ、「いや、撤去

しました」という話だったんですね。何でだと。

そうしましたら、あなたは、「私はいろいろや

りたいことがいっぱいあるんだ」というお話だ

ったんですが、やりたいこといっぱい実現して

いただくのは構わないわけですが、「それは黒

獅子まつりが終わってからなさったらどうです

か」ということで、またあそこに出していただ

きました。 

＋

 それから、どのようなことをやりたかったの

かというふうなことでございますが、まず、基

礎の基礎でございますが、民間といいますか、

第三セクターであったとしても、民間としての

組織の運営、とりわけ商売の基本というふうな

ものをやらなければいけないと、そういったふ

うな体質にしなければならないというふうなこ

とで、売り上げの目標設定、それからそれぞれ

のキャンペーンですか、販促計画を立てると、

それからディスプレー、あるいはポップ等の飾

りつけを行うと、そういったふうな組織にしな

いといけないというふうなことが１点でありま

す。 

 やっぱり黒獅子まつりのシンボルというのは、

昔から、かがり火だったり、ほのかに明かりを

ともすちょうちんだったり、かさだったり、そ

ういうのがあるんじゃないかなと私は思うんで

すが、なぜそんなふうになったのか、そしてま

た、事務局長の３年間時代、やりたいことって

一体何があってどのように実現されてきたのか、

余り長くならないように簡単に説明お願いしま

す。  

 それから、その販促計画に従った形のディス

プレー、お客様においでいただくような形の魅

力ある入り口、あるいは中のレイアウト構成に

しないといけないというふうなことが２点目で○渋谷佐輔委員長 齋藤理喜夫商工観光課長。 
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＋

ございます。 

＋ ＋

 それから、販売の戦略といたしまして、その

当時、考えてございましたのは、地場産の物産

館の中の商品構成等を見ますと、やはりどうし

ても土産品というふうなことを中心にせざるを

得ないというふうなことでございまして、その

際に考えましたのは、関東致芳会、あるいは長

井高校同窓会、あるいはインターネット等の、

外に向けての情報発信、お客様獲得というふう

な方向性が必要だろうというふうなことで、そ

れを課題としてやらなければならないというふ

うに考えてございました。 

 なお、ちょうちん等との関連でいいますと、

店のディスプレー、あるいは商品のディスプレ

ーというんですか、そういったふうなものにつ

きましては、平成16年度、座学の講習会をやり

ましたんですが、座学ではやっぱりだめだとい

うふうなことで、17年度に、中小企業総合研究

機構という地場産センターの指導機関みたいな

組織がございまして、そちらの方から２泊ぐら

い来ていただいて、職員を含めて研修をいたし

ました。その後、日本けん玉協会とのおつき合

いの中から女子美大の先生にもおいでいただき

まして、実際のメーンとなるところのレイアウ

ト、あるいは色彩等を含めた講習というふうな

ことをやったところでございます。 

 最近ではといいますか、17年度の後半ぐらい

には職員の方でそれぞれの年間の目標計画を設

定して、棚卸しの時期等を見ながら、大きなレ

イアウトの、季節に合ったレイアウトの変更

等々をやるような状況になっていたというふう

なことでございます。ただ、売り上げの方は必

ずしもそれに見合った形にはならないんであり

ますが、組織の体制としてそういったふうな状

況になったというふうなことでございます。 

○渋谷佐輔委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 ３年間でつまり実績は上

がったと、こういうふうに理解してよろしいわ

けですか。 

○渋谷佐輔委員長 齋藤理喜夫商工観光課長。 

○齋藤理喜夫商工観光課長 実績でございますが、

収入関係といいますか、事業関係で見てみます

と、ショッピング事業が平成14年から平成17年

で約100万円ぐらいプラスになっております。

それから事業開拓事業、物産館の売り上げ、そ

れからその他の外販事業等を含めてですが、同

じ14年から17年で65万円ぐらいプラスになって

おります。全体でいきますと160万円ぐらいプ

ラスにはなっておりますが、現実的には実績が

上がったぞというふうなところにはまだまだ言

えるような数字ではないというふうに理解をし

ております。 

 ただ、私の方でありがたかったのは、職員が

よく頑張って、とにかく少しでも売り上げを上

げていこうと、お客様あるいは事業者の皆さん

のお役に立とうというふうな気持ちになって取

り組んでいただいたということが、ある意味で

は私にとってのとてもありがたいことでござい

ました。 

○渋谷佐輔委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 今度、宇津木前福祉事務

所長が向こうに出向かれたわけですね。何か彼

は彼で、彼の持ち味を生かしたもので何かいろ

いろやっていらっしゃるようですが、新しい地

場産の事務局長にはどのような引き継ぎをなさ

ってこられましたか。 

○渋谷佐輔委員長 齋藤理喜夫商工観光課長。 

○齋藤理喜夫商工観光課長 引き継ぎ自体につき

ましては、かなり多岐にわたります。県との関

係、あるいは今までの事業の積み残しの部分

等々がありますわけで、それらを引き継ぎ書と

いう形で引き継ぎをさせていただいたというこ

とでございます。 

○渋谷佐輔委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 黒獅子まつりについて商

工観光課長にお聞きしますが、もっと参加型の
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イベントにできないかと、今は今でいいですよ、

これは。今見るという方ですよね、見るだけで

なくてもっと参加できるようなものにできない

かという声があります。例えばみこしのような

ものであったりですね。これをいつの時点でど

のように具体化していくかというのは別問題で

すが、前那須課長にもそんなお話をしたことが

あるんですけれども、来年の黒獅子まつりの開

催に向けて、ぜひそういったことも実現できる

かどうかも含めて具体的に検討していったらど

うかなというふうに私思いますが、その点いか

がですか。 

＋

○渋谷佐輔委員長 齋藤理喜夫商工観光課長。 

○齋藤理喜夫商工観光課長 全く同感でございま

す。たしかことしのお祭りの前日あたりですか

ね、前にファクスが届きまして、実は昨年度の

お祭りの際に外のお客様が何かおみこしの中に

入れさせてもらったかどうか、何かそれがとて

もよかったというふうな、ことしはどうなんで

しょうかというふうな問い合わせがありました。 

 あともう一つは、黒獅子まつりがすばらしい

のは、音であったり光であったり、あるいは動

きであったり、それが実に郷愁を誘いながらも、

かなりわくわくするような、そこの中に実際に

入りたいというふうな衝動にからせるようなも

のが、ある意味では黒獅子まつりのすばらしい

ところかなというふうな感じがしております。 

 これからの世代の中で、団塊の世代の皆さん

方がもしかするとそのお孫さんとかを連れてく

るような時期もあろうかというふうな感じがい

たします。そういったふうなときに、そういっ

た外からおいでの方に楽しんでもらうというふ

うな意味も含めますと、参加型のあり方という

ふうなものが必要だろうというふうに思います。 

 あと、今、おみこしというふうなお話が出さ

れたわけなんですが、観光協会の理事会の中で

の意見の中で、「中心商店街、中心の町場の部

分でにぎわいどうだったんだろうか」というふ

うなことをご心配なさっておりまして、その際

に出されたのが、前段でというんですか、「夜

の黒獅子まつりの本番の前におみこしを各商店

街にリレーをするような形で登場させてはどう

か」というふうなご意見もありました。 

 そんなふうな前向きな協会さんの方のご意見

なども踏まえまして、参加型のお祭りのあり方

をぜひ考えてみたいというふうに思っておりま

す。 

○渋谷佐輔委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 お祭りが終わってから、

皇太神社のお獅子様が帰るときに、県外から来

たと思われる若い女性のグループと記念写真を

撮っていたんですね。ところが、たまたま私そ

こに出くわしたんですが、小さいデジカメで撮

ってるもんですから、撮った後確認してもみん

てぼやけてて、全然撮れてなかったんですよ。

「私の撮ったカメラでもしよければ」というふ

うに申し上げましたらば、連絡が来まして、Ｃ

Ｄに。 

 今回、我妻議員に委嘱状をいただきまして、

観光協会の、「写真撮りをせえ」という委嘱状

ですね。私と児玉補佐と宇津木さんと、那須さ

んもそうだったんですか。一生懸命撮ったんで

すが、なかなか動きのあるものを暗いところで

撮るというのは大変なんですよね。100枚撮っ

て、本当に10枚ぐらい、まあまあいいかなと思

われる写真はそのぐらいしかありません。いい

写真を残すというのは非常に大変なんですね。 

 たまたま福島から来た若い女性の皆さんは、

非常にお獅子様が気に入っていたんですが、写

真がうまくできなかったということで、よさそ

うなやつをＣＤに焼いて送ったんですよ。そし

たら、「本当に福島からこの黒獅子まつりに来

てよかった」というのがメールで返ってきたん

ですが、そういう一つ一つの積み重ねが、やっ

ぱりこの黒獅子まつりのイベントをもっともっ

と大きくしていくんじゃないのかなというふう
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に痛切に感じた次第なんですね。 

 お獅子様との記念写真のコーナーなんてでき

ればいいんですが、これはなかなか難しいと思

うんですよね。でも意識して何かそういうコー

ナーをもう一遍考えてみたらどうだろうかと。

お獅子様と一緒に、警護と一緒に写真を撮ると

いうのはなかなかできないんで、そういうのも

いいのかなというふうに思いますけど、市長、

どうでしょうかね。 

＋ ＋

○渋谷佐輔委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 イベントでやっぱりそのスター

と、黒獅子では黒獅子ですね、黒獅子とか警護

の皆さんに、そういう人と記念写真を撮りたい

というのは、どういうイベントでも非常に多い

と思いますよね。だからそういったこともやっ

ぱり一つの大きな検討課題だというふうに思い

ます。 

○渋谷佐輔委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 そのほか商工観光行政全

般については、さまざまあると思いますけども、

商工観光課長は頭いいですからね、その能力は

秀でたものがあると思うんですよ。ただ、商工

観光課長として今一番求められているものは、

私はもっと明るく明るく、努めて明るく振る舞

われたらどうかなと。部下の皆さんは非常に頑

張っておられますよ。ですので、課長みずから、

物事言うにしても、打ちひしがれたようなしゃ

べり方じゃなくて、ぱっとこう舞い出すような、

努めてそうなさった方が長井市の商工観光行政

にとってはプラスになるんじゃないかなと思い

ますが、そのことについてはいかがですか。 

○渋谷佐輔委員長 齋藤理喜夫商工観光課長。 

○齋藤理喜夫商工観光課長 ご指摘そのとおりで

ございます。 

 こういうふうに言うからだめなんですが、あ

る意味ではそんなふうな任にたえられるかどう

かですが、商業、工業、それから観光まで含め

て、ある場合には長井市の外に対しまして、あ

るいは町の人に対しまして営業マンにならなけ

ればならないというふうな立場にあろうという

ふうに思います。 

 職員にも「私は性格を変えたい」というふう

なことを、あすの朝、ミーティングでやろうか

なというふうに思っております。 

 ただ、今の状況で考えますと、とにかく気持

ちを合わせると、それぞれの機関、あるいは組

織、団体、個人が力を合わせて一つの方向に向

かうというふうなことが必要なんだろうという

ふうに思います。そのためにもやはり自分に厳

しく、明るくやらないといけないなというふう

に痛感しているところでございます。よろしく

ご指導いただきたいと思います。 

○渋谷佐輔委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 あやめまつりも、もう開

園式も終わってますんで、こういう天気ばっか

し続くと、なかなかいまいちだなというように

思いますけども、ぜひこういう曇天に負けない、

吹き飛ばすような明るさでもって、集客に寄与

するように努力をしていただければありがたい

なというふうに思います。 

 ２点目の子育て支援の関係についてお聞かせ

をいただきたいと思います。 

 この問題は、私も長井市も合併を模索したわ

けですが、いずれも破綻をしまして自立をせざ

るを得ないという状況に立ち入りました。 

 これまでの質疑の中で目黒市長との間で長井

市の自立の定義というものについては、「人件

費を賄って、投資的経費を賄うことが長井市の

一つの自立の目指すべきものだ」というふうに

答弁をいただいてるわけですが、やっぱりこの

自立が可能か可能でないかというのは、一番の

基礎になるのは、財政基盤の確立とかいうこと

もありますけれども、私は人口減少にいかに歯

どめをかけていくかいうことではないのかなと

思うんですね。これがじり貧になって、どんど

んどんどん減っていったら、自立もへったくれ
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もないんじゃないかというように思います。 

 今、どこの自治体も自立という言葉と、それ

から少子化対策、子育て支援ということを異口

同音に言ってるわけですが、やっぱり全国の中

では、非常にユニークで見るべき点、あるいは

先進的な取り組みをなさってる自治体が多くあ

るわけですよね。そのことについて何点かお聞

かせをいただきたいと思います。 

＋

 まず最初に、これは日本一子育てしやすい市

はということで、いろいろ調べましたらば、こ

ういうのが出てきました。東洋経済新聞社がこ

のほど発表した全都市子育て指標で、尾花沢市

が18位にランクされた。経済企画庁の新国民生

活指標、豊かさ指標など自治体ランキングには

自治体から異論が出ているが、都市の子育てラ

ンキングがまとまったのは初めてだと。子育て

中の若い夫婦などの関心を集めそうだというふ

うにあります。 

 子育て指標は、就学前の児童に焦点を当て、

全国671市と東京23区の計694市区を対象に、環

境充実度、施設充実度などを判定、児童１人当

たりの児童関連福祉支出、乳幼児１人当たりの

延長保育施設など、関連９指標を抽出し、指標

化した。 

 総合では、長野県飯山市、あの豪雪の名高い

飯山市が日本一に輝き、次いで千代田区、中野

市、これは長野県です。それから光市、山口の

順になっているそうです。地域別では、北陸、

中部、東海が上位を占めた。本県では尾花沢市

の18位が最高で、環境充実度という点に関しま

しては、尾花沢市が６位、村山市が16位、寒河

江市20位、東根市が25位、長井市が26位、そし

て南陽市が29位と、上位30都市に本県から６市

が入ったというふうになってますね。環境とい

う点では大変いいと。しかし反面、施設充実度

では、上位30市内には１市もランキングされな

かった。全国の環境充実度では、石垣市、平良

市、浦添市、糸満市、これは沖縄です。平戸市、

長崎、上位４市までが沖縄県が占めたと。施設

充実度では光市がトップ、金沢市、千代田区、

土佐市、須崎市と続いたと。 

 毎年公表している全都市住みよさランキング

では、671市、東京23区、672市区を対象とした

と。総合評価で本県は新庄市の33位が最高だっ

たと。山形市が87位。項目別では、利便度で新

庄市が６位、快適度で村山市が30位、住環境充

実度で尾花沢市が５位、村山市が６位、寒河江

市が23位、長井市が26位、南陽市が28位という

ふうになっていたそうです。 

 あ、そうかなというふうに思っているわけで

すが、ここで一つ、長野県の下篠村という事例

が今、脚光を浴びております。 

 「女性セブン」という本があるんですが、そ

こで７ページを割いて特集を組んだんですね。

その前に「女性自身」にも取り上げられており

ますんで、もしかすると見られた方もいらっし

ゃるかと思います。 

 この下篠村の取り組み事例について、福祉事

務所長に調べていただくようにお話ししてあり

ますので、それをちょっと紹介いただけますか。 

○渋谷佐輔委員長 平 英一福祉事務所長。 

○平 英一福祉事務所長 蒲生委員の方からお話

をいただきまして、急遽調べさせていただいた

ところであります。 

 下篠村、長野県の南はじの方に位置しており

まして、飯田市とひっついております。あとは

愛知県との境のような場所にある町でございま

す。人口が4,200人でございます。 

 一番注目されておるのが、出生率が1.97とい

う高い数字を示しております。特徴的に村の方

で取り組んでおられる事業ということで、若者

定住促進住宅という建物を1990年から建て始め

まして、８棟、100戸つくったそうでございま

す。部屋につきましては２ＬＤＫ、63平米でご

ざいまして、家賃が大体市場の半分ぐらいの値

段で３万6,000円だそうでございます。 
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 これは一つには、ここの町が人口がそもそも

65年ごろに4,500人規模の村であったと、それ

が91年ごろに3,800人まで落ち込んできており

まして、それを何とか回復したいということで、

2005年にこういった施策が功を奏して4,200人

まで回復したというような数字でございます。 

＋ ＋

 それともう一つ、2004年から中学３年生まで

の医療費を無料化にしておるというふうなこと

でございまして、全人口に占める若年、14歳ま

でになりますけれども、その割合が17％という

ことであります。これは長野県一の数字だとい

うふうなことでございます。 

 それとまた、いろんな取り組みなさっておら

れますようで、結婚につきましても、村独自取

り組んで奨励しているようでございまして、下

篠村の公営結婚というのがあるそうでございま

す。これが建物を提供するばっかりでなくて、

運営委員会とか、そういった仲人さんみたいな

こともやられまして、結婚式を取り仕切るとい

うことで、その結婚式も会費制で１人5,000円

というようなことでやっておれるというような

ことであります。 

 あとは、そのほか村の自慢としましては、国

会議員を４人ほど輩出されておると。それと県

会議員も６人ほど出ておられる。 

 それから、先ほどの村営の結婚式では、300

組ほど、昭和52年からですけれども、達成なさ

れておると。それとタレントの峰竜太という人

がおりますけれども、その方の出身地でござい

まして、写真に出ておりましたが、国道沿いに

大きく看板を上げまして、村のＰＲにも協力し

ているというふうなことでございます。それと、

これ日本一になるんではないかと言っておりま

したが、男性の平均寿命が80.1歳だということ

でございます。 

 それと、いろんな取り組みなさっておりまし

て、財政的には起債制限比率が1.4という非常

に小さい数字、財政の健全化を示しているとい

うようなことであります。大体このようなこと

であります。 

○渋谷佐輔委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 私の前に佐々木謙二委員

から起債制限比率19.9という話が出たばっかし

ですのでね、この下篠村が1.4だというのは驚

きだなと私は思うんですよね。 

 そのほかに、この村長さんは役場の職員の意

識改革、いわゆるお役所仕事と言われ、スロー

モーな仕事ぶりの一掃をしたと。厳しい民間企

業へ職員全員を研修に出しました。職員研修に

ついては大道寺信議員からもいろいろご指摘が

あったと思うんですが、厳しい民間企業へ職員

全員研修に出しました。意識が変わると、職員

はそんなに要りません。最大59人いた職員が今

では37人、類似団体の56％だそうです。 

 やっぱりトップのリーダー性といいますか、

そういったものが非常に大事なんだなというこ

とをここでは物語っているんじゃないかなとい

うふうに感じます。 

 この若者定住対策として若者定住促進住宅、

これを８棟、100戸分建設して、２ＬＤＫ、

63.58平方メートルですから、広いですよ。こ

れで３万6,000円、民間アパートの約半分。こ

ういったことで子育て支援をして出生率が1.97

でしたっけ、になったということなんですけど

ね。 

 こういう数字をお聞きになって、市長、いか

がですか。 

○渋谷佐輔委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 率直に言って、地方自治体で非

常に頑張っていらっしゃる方が多いなと、まだ

まだだなと、それから学ぶことが多いなという

のが、まず第一であります。 

 若者定住促進住宅というのも、いいところに

目をつけられたと思うんですね。実は私のとこ

ろにも、結婚したときには夫婦だけでいいもん

だから、民間の２ＤＫぐらいで５万5,000円ぐ
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らいに入ると、きれいなところに。全部含める

と６万5,000円ぐらいかかるんだと、電気、水

道とか。子供が１人できちゃうと、部屋は途端

に狭くなるし、その後、６万5,000円というの

は猛烈に負担になってくると。しかも共稼ぎし

てたのを、夫婦２人ですとやっぱりとりあえず

やめなきゃいけないと。十五、六万の男の収入

だけであれなので、住宅が一番困るんだと、こ

ういう話なんですね。 

 ところが、長井なんかもそうなんですが、市

営アパートになりますと、いわゆる離婚された

女性の方の優先なんですよ、やっぱり。結局収

入が表向き少ないんです。結構、後ろでじいち

ゃん、ばあちゃんなんかが応援していらっしゃ

るんだろうと思うんですが、やっぱり離婚され

た女性の方が一番収入が少ないというんで、そ

っちが優先になって、よそからもそういう方が

おいでになって、「長井の市営住宅に若いのが

入れないというのが随分あるぞ」というふうな

指摘がありました。これをあれでしょ、下篠村

はうまく考えて、だからもし長井でまず考えら

れるとすれば、市営住宅の１戸建てみたいなの

をやっぱり何階建てかにして、今まで入ってる

人はそこに入れて、あとその上の部分は若い子

育ての皆さんに開放していくというようなこと

も、これはやっぱり考えなきゃいけないのかな

というふうに、この話を聞いて思ったところで

す。 

＋

 たしか東京とかの日の出町なんかもそういう、

子育ての皆さんの単なる保育園のあれなんとい

うのは何千円規模だけども、３万円、４万円違

っちゃうと、住宅で。こういうのが一つ大きい

よという話もありましたので、各地で頑張って

いらっしゃるんだなというふうに思いました。 

○渋谷佐輔委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 出生率ナンバーワンどこ

かということで調べておりましたら、和泊町が

出てくるんですね。13年には2.58ですよ。今は

2.42で全国６位だそうですよ。目黒区だかが

0.83とかって言ってましたね。こういう和泊が

何でこんなに子供が生まれるのか、環境がいい

だけじゃないんだろうと思いますが、これも福

祉事務所に聞いていただいたんです、直接電話

して。でもあんまり決め手になるような答弁が

ないんですね。そういう地域柄というように言

ってしまえばそれきりなんですけれども、こう

いうところもあるんだと、今どき2.5人の出生

率の数字を示す得る地域があるということだと

思います。 

 ぜひ長井市でも、まず2.0を上回る施策を講

じるということが大事だと思いますんで、出産

したときの一時金だとか乳幼児医療、例えば一

過性の手当の支給だけではやっぱり子育て支援

にはつながらないんじゃないかと。それはそれ

でいいんですよ。いいんですけども、それは点

なんですよね。やっぱり線、面でつないでいか

ないと、やっぱりここで産み育てるというふう

にはなっていかないと。例えば子育て支援世代

の減税を考えるとか、財政課長はすぐに嫌がる

んでしょうけども、そういった複合的な施策を

講じない限り、絶対私はつながっていかないよ

うな気がしてならないんですよね。やっぱりこ

れは１回、２回の質疑の中でこうするというふ

うにはなかなかならないと思いますけれども、

実践している自治体が、そういう事例があると

いうことを踏まえて、ぜひこれからも検討して

いっていただきたいなというように思います。 

 それから、これは千葉市の事例なんですけど

も、エンゼルヘルパー派遣事業というのがござ

いまして、ここも何かいろいろやってるんです

よ。保育ママとかね。保育ママとは、保育士等

の資格を持った保育ママが仕事や疾病等の理由

でお子さんの保育ができない保護者にかわり、

保育ママの自宅で家庭的な雰囲気の中で少人数

をお預かりして保育する制度なんだそうです。

それから例えばひとり親の方などのためにとい
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う制度だとか、さまざま見るべきものがこの千

葉市の事例でもございます。これ一遍一遍言っ

てると長くなりますからですが。 

＋ ＋

 それから、これは北九州市でしたかね、日本

一の子育てしやすい町を目指そうという「ＮＰ

Ｏ法人北九州子育ち・親育ちエンパワメントセ

ンター」というところなんですが、つまりどう

いうことかといいますと、結局日本一の子育て

しやすい地域を目指そうということでＮＰＯ団

体が活動してているという事例です。 

 こういうさまざまな事例をやっぱり参考にし

ながら、長井というこの地域に合う子育て支援

策は何かということについて、やっぱり考えて

いかなきゃいけないんじゃないかなというよう

に思うんですけれども。一方では、民間企業の

参入がまた出てきております。 

 皆さんもご存じなんですが、コムスンという

大手の企業ですよね。ここでベビーシッター事

業というのを手広くやっておりまして、これ全

国で物すごい数が今広がっております。民間は

やっぱりこれから子育て支援に関する事業を民

間の事業として着手してるという、着目してる

ということですよ。これはやっぱり検討してい

かなきゃいけないんじゃないかなというふうに

思いますね。 

 新聞記事の中でも、いろいろ指摘してます。

これは６月１日の読売新聞ですが、ゼロから２

歳児までの手当増額すると、企業の育児支援公

開だとかといろいろ言ってますが、やっぱりこ

れだけではだめというように結びがあるんです

よね。 

 これは朝日新聞の記事ですが、これは教育長

にお聞きしたいんですが、例えば子供の犯罪被

害がふえる中で、親は小学生を児童を放課後に

一人にできない不安を抱えている。小学校を預

かる学童保育やベビーシッターの費用負担は深

刻だ。また、子育てがつらい理由として長期的

な教育負担を上げる親が多い。教育費の負担で

す。安価で、しかも質の高い公教育の充実が課

題だというようにあります。 

 実は厚生常任委員会で７月10日から北海道の

三笠市というところに行くんですが、人口１万

2,000人ぐらいの小さい市ですが、小学生全員

を対象にして給食費無料にしたんですね、全国

で初めてというのがあるんですね。 

 今申し上げた、この子供の犯罪被害がふえる

中で、親は小学生の児童一人にできない不安を

抱えているというような問題含めて、教育長と

して子育て支援でどういうことが考えられるか、

考えてることがあればお聞かせください。 

○渋谷佐輔委員長 大滝昌利教育長。 

○大滝昌利教育長 教育費の負担の問題ですね、

これは今、長井市内の小学生は年間恐らく学校

徴収金として８万円前後かな、中学生で13万円

前後の徴収金があると思います。 

 この前の新聞ですと、児童手当が３年生から

６年生まで引き上げられたと、また親の収入の

限度額が引き上げられたということで、第２子

までは5,000円ですか、月額。そうすると年間

６万円ぐらい、若干そういうふうな手当の面も

あるわけで、経費の面では非常に大変だという

方もおられると思いますが、普通の家庭であれ

ばそれほどでないのかなと。給食費については、

月四、五千円ぐらいですから、その辺の負担な

んかしていただければ一番いいわけですけども、

それよりも何よりも、やっぱり親が働きに出て

いる時間帯の子供の安全安心をどう守るかと。

今、核家族の時代ですので、そういうふうに親

が帰るまでの子供のその時間帯がやっぱり心配

だという方はおられると思います。そういう面

で、学童保育とかなんか、そういう面の親が帰

るまでの時間帯の充実を図っていくことは必要

かなというふうに思います。 

○渋谷佐輔委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 意外と平凡な答弁、あり

がとうございました。 
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 学童クラブ、これ非常に需要が高くなってま

して、これからもその需要は私は伸びると思う

んですよね。 

 財政課長にお願いしておきますけども、定員

50人で打ち切りだなんで、そういうこそくな考

えをしないで、やっぱり希望者は全部受け入れ

るということが大事だと思いますんで、ひとつ

よろしくお願いしておきたいと思います。 

 それから、これは５月27日、朝日新聞の記事

にあって、憂うべきものなんですが、「妊娠し

たらやめてと会社」、妊娠したらもう会社、雇

用契約しませんよと、こういう事例なんですね。

「妊娠したら会社をやめてほしい、こんなこと

を会社側から要求された女性労働者の相談件数

がふえてることが、山形労働局のまとめでわか

った。男女雇用機会均等法では、第８条で妊娠

を理由に解雇することを禁じており、同労働局

はこのような退職勧奨は明らかな法律違反、一

人で悩まず相談してほしいと話している」とい

うようなことで続いております。 ＋
 特に臨時社員、職員の場合は、年間を通して

雇用することは非常にそれは難しいですから、

１年ごとの更新をするわけですよね。妊娠をす

ると、更新をしないで事実上、雇用状況を解約

するというのがあちこちで見受けられます。こ

れは事例として幾つもあります。こういった事

例については、前の商工観光課長に市内の企業

の中にそういう実態がどの程度あるのか、調べ

られる範囲で調べてほしいというふうに申し上

げておきました。 

 きょう、これは通告外のことですんで聞きま

せんけれども、ぜひ引き継ぎなさっておられる

と思いますので、実態についてできる限りの把

握をしていただければなというふうに思います。 

 とにかく少子化対策については、いろいろう

たわれておりますが、いずれにしても、難しい

と、決め手になることがなくて難しいというの

が異口同音の考えですよね。ですから、やっぱ

りここはひとつ知恵比べだなと思いますが、私

はまず、長井市の中でどこから始めたらいいか

ということを考えてるわけですが、子供のこと

について、この窓口に来ればすべてわかるよと、

すべてというのは無理かもしれませんから、ほ

とんどのことについてはわかるという、まず組

織が必要なんじゃないかなというようにずっと

かねがね考えてまして、長井市の中に子供課を

設置したらどうだというように思っております

が、そこら辺の認識について、市長の考えを伺

います。 

○渋谷佐輔委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 子供のことについてすべてわか

るというのは、例えば健康課でも母子手帳を出

しているとか、それから予防接種等もあるとか、

それから医療費等はどうだとか、福祉事務所で

は子育て支援センターをやってるとか、こうい

うふうに今なってるんですよね。 

 子供課というまでしたら、行財政改革でいえ

ばスクラップ・アンド・ビルドですから、ほか

で削らなければ課はどんどんふえていくという

やつの一つになると、それは困るわけですから。 

 私は、子供係というのを、どこに設けるのか、

健康課とか福祉事務所とか、あるいは教育委員

会でどうだという説もあるかもしれませんが、

それで子供課といっても、二、三人でやってる

という事例もあるわけですから、やっぱりそこ

にまず係にひとつ、ある程度情報を集約して、

そこに相談に行ってもらうというようなことか

らなのではないかと。いずれにしろ、この子育

ては、従来の課のあれ見ると、随分課の枠を超

えてありますよ。ですから、少子化対策プロジ

ェクトであるとか、少子化委員会であるとかい

うように、庁内のあれを各課にあるやつを統合

していくと、そしてそこで知恵を出していくと

いうことは必要だと思いますが、課の設置まで

はやっぱり行革との関係で今のところは考えて

いないと。 
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○渋谷佐輔委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 課を考えるかどうかは別

としまして、子育て支援、いわゆる少子化対策、

人口減少に歯どめをかけるというその問題です

ね。これをどの程度考えるかだと思うんですよ。 

＋ ＋

 今、市長がおっしゃるように、乳幼児医療と

かそういったものは市民課に行かなきゃいけな

い、それで保育園だとかなんとかといえば今度

は福祉事務所だと、小学校の教育の関係は教育

委員会だと、もう全部にまたがってるじゃない

ですか。そうすると、あっちへ行ったりこっち

へ行ったりしながらやっていくと。これを例え

ばそこに行けば、もう少し整理されて、すべて

そこで解決するということにはならないかもし

れませんけれども、もっともっと問題が早く解

決するような仕組みをつくるとかいうことはで

きるんじゃないかと。 

 子供課をつくっている自治体というのは珍し

くないんですよ。ありますんで、どういうふう

にしむけていけばいいのか、ここですぐつくる

なんていう話にはならないでしょうから、前後

のことも含めてご検討いただきたいなというふ

うに思います。 

 子育て対策の関係なんですが、予算的なもの

ですね。私は今、確かに児童手当の拡充だとか

いろいろありますけれども、やっぱりそういう

国、県の制度だけじゃなくて、長井市独自の制

度として思い切った予算措置をしていくべきじ

ゃないかというふうに思います。といっても、

限られた中からそれだけに、子育て支援のため

に5,000万円をとるというのはなかなか難しい

と思うんですね。 

 ですから、一つの目的を持った取り組みをす

ることで、それが可能なんじゃないかと。例え

ば行財政改革を一生懸命やって、そこで出た効

果額を子育て支援に回していくというふうにま

ず考えてみるのはどうかと。例えばはなぞの保

育園が今度、社会福祉協議会に移りましたよね。

従前のとおりやっていたら幾らかかると、今は

これだけで済んでるというのは、それは確かに

効果としてあらわれる数字じゃないんでしょう

かね。そういったものを子育て支援の方に回し

ていくというふうな考えはいかがですか。 

○渋谷佐輔委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 これも、蒲生委員、率直に答弁

させていただきますと、行財政改革をするとい

うのは、それは政策経費を、要望にこたえるた

めにやっぱりやらざるを得ない。そうしなかっ

たらとても生き延びられないというか、そうい

うものですから、そういう経費を生み出すとい

うためではありますが、全体的なやっぱり政策

経費を生み出すということなのではないかと。

そうすることが行革の本当の目的でありまして、

子育てにそれが全部行ってしまというのは、そ

れは目的税も超えて、いろんな要望あるわけで

すから、はっきり言って。それはやっぱり単純

に、「はい、わかりました」というふうにはい

かないと。 

 私は非常に重要な問題だとは思ってますが、

福祉予算の中からやっぱり少しシフトしていく

とか、全体の予算の中で子育てにシフトして集

中していくと。 

 それから、この間、ＮＨＫでも、白石真澄さ

んなんかが出てたあれを見てますと、メニュー

は大体そろってきたと、しかし、地域ごとに違

っていると。下篠村のように住宅で特色を出し

ているところもあれば、いろんなやり方がある

ということですから、長井市の特徴的なところ

は、３つなら３つ、１つなら１つやって、それ

に全体的な予算は少しシフトしていくというこ

とはできると思いますが、行革で余った分を全

部子育てというふうには言えないと思ってます。 

○渋谷佐輔委員長 ９番、蒲生光男委員。 

○９番 蒲生光男委員 行革で生み出したものを

全部なんて、私は一言も言ってませんで、いろ

んなことやってんじゃないですか、行革の中で
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○渋谷佐輔委員長 ９番、蒲生光男委員。 はね。 

○９番 蒲生光男委員 いわゆる幼保一元化のこ

とで、例えば認定こども園なんてことがありま

すが、福祉事務所長にお伺いいたしますけれど

も、この制度、どのような認識を持っておられ

ますか。 

 特に子供、子育てにかかわる部分では例えば

ということで申し上げたんですが、はなぞの保

育園の社会福祉協議会に委託することによって

生み出したものについては、別の事業の子育て

支援に回してはどうだと。そのほかにもいろい

ろやってるわけでしょ、行革はね。それは全体

的にやっぱり効率、めり張りをつけた使い道を

決めていけばいいわけでして、どういう形でも

いいですが、子育て支援という名に恥じない施

策と財政的な裏づけを考えていかない限り、長

井市の人口は、人口動態の予測どおり、30年後

には２万3,000人切りますよ。これではやっぱ

り自立もへったくれもないんじゃないかと、私、

危機感持ってますんで、やっぱりいろいろ考え

ていくべきでないかと、具体的に考えていくべ

きでないかと。 

 私は非常に大事だなと思ってるんですよ。つ

まりお子さん１人しかいなければまだいいんで

すが、２人がいて、２つぐらいしか離れてない

と仮に仮定しますよね、そうしますと保育園と

その上というふうになりますから、２つの施設

をまたがなきゃいけないという、それが幼保一

元化の場合だと同じ施設で間に合うというふう

なことが、今現在も事例としてはございます。

やはり親にとってはありがたい話なんですが、

それは福祉事務所長としていかがでしょうか。

何か記事によりますと、この関連法が成立して

おりますけれどもね。いかがですか。  目黒市長のとりあえずの任期が12月14日まで

ですか、その間にひとつ答申案をまとめればい

いじゃないですか。そのぐらいのことはできる

んじゃないですか。何もかにもというわけには

いかないでしょうけれども、ひとつ次に一番大

きい問題を引き継いでいくという点については、

この子育て支援策というのは非常に大事な部分

だと思いますけどね。もう一度、答弁お願いし

ます。 

○渋谷佐輔委員長 平 英一福祉事務所長。 

○平 英一福祉事務所長 お答え申し上げます。 ＋
 ゼロから５歳の就学前の児童に対して幼児教

育と保育サービスを一体的に提供する施設とい

うことで、認定こども園というのが10月１日か

ら施行されることになっております。 

 情報によりますと、認定候補、これも認定受

けるわけなんですが、候補として全国に1,000

カ所程度の施設が今現在あるということでござ

いまして、先ほど蒲生委員の方もおっしゃって

おりました和泊町、そちらも電話で子育て支援

課長さんに聞いたところによれば、保育園が４

カ所、幼稚園は３カ所あるそうでございますが、

今からこども園の方の組織づくりに向けて子育

て支援課の方では動いているというふうな話で

ございました。 

○渋谷佐輔委員長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 さっきも佐々木委員から任期中

にとかって言われましてね、そういうふうに言

われると、もうあと６カ月ですから、どれぐら

いできるかということについては、努力をしま

すということになると思いますが、子育て支援

については、あるいは少子化対策というのは、

これから非常に重要だと、そしてその予算もや

っぱり選択と集中でシフトしていくべき課題だ

というふうに思っておりますから、そういった

面で、なお優先順位等も考えながら、こちらに

力を入れていきたいというふうに思います。 

 確かに委員おっしゃいますように、去年まで

私も教育委員会の方で幼稚園に少し携わってお

ったところでございまして、これ一緒になった

方がずっと小回りもきくし、やりやすいんだろ
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うなというふうな感じも持ってございました。  

 世の中の方の動きも、だんだんこういった方

が需要が強くなっていくものではないのかなと

いうふうに考えております。以上です。 

 

○渋谷佐輔委員長 まず、議案第54号の１件につ

いて、ご質疑ございませんか。 

○渋谷佐輔委員長 ９番、蒲生光男委員。   （「なし」と呼ぶ者あり） 

○９番 蒲生光男委員 これでよしという決め手

になるものは、やっぱりなかなか難しいと思い

ます。 

○渋谷佐輔委員長 質疑もないので、質疑を終結

いたします。 

 

＋ ＋

 昔は、うちのおやじは12人兄弟で、２腹で12

人兄弟なんですね。私は６人で、うちの子供は

３人で普通だったんですが、今、本当に子供を

産まなくなりましたというか、結婚もしないで

すよね。うちのも30過ぎて、まだ全然行こうと

もしませんし、そういう社会環境といいますか、

本当にそういうようになってるんですね。だか

らこれも結婚して、やっぱり２人子供を産むん

だというふうに意識改革、改革というか、意識

が自然と変わるようになるには、やっぱり本来

持ってる母性本能をくすぐるような、あるいは

また、この環境であれば子育てしてみたいなと

いうように思わせるような、そういう施策を長

井市がいち早くとることによって、長井市の人

口減少に歯どめをかけることができるんじゃな

いかというように強く感じておりますんで、き

ょうは子育て支援の窓口バージョンということ

でお聞きしましたけれども、いろいろご検討を

いただきたいというふうに思いますので、よろ

しくお願いいたします。終わります。 

 

議案第５５号 平成１８年度長井市 

公共下水道事業特別会計補正予算第 

１号についての質疑 

 

 

○渋谷佐輔委員長 次に、議案第55号の１件につ

いて、ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔委員長 質疑もないので、質疑を終結

いたします。 

 

 

議案第５６号 平成１８年度長井市 

農業集落排水事業特別会計補正予算 

第１号についての質疑 

 

 

○渋谷佐輔委員長 次に、議案第56号の１件につ

いて、ご質疑ございませんか。 

○渋谷佐輔委員長 以上で通告による総括質疑は

終わりました。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○渋谷佐輔委員長 質疑もないので、質疑を終結

いたします。  これより各会計補正予算案の細部審査に入り

ます。  

 なお、質疑に当たっては、答弁者並びにペー

ジ数をお示しの上、お願いいたします。 

 

議案第５７号 平成１８年度長井市 

水道事業会計補正予算第１号につい  

ての質疑  

議案第５４号 平成１８年度長井市一  

般会計補正予算第１号についての質疑  
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